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平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

１．平城宮跡の整備( 9 )

1 9 7 8 年度の宮跡整備は，草園携備，法華寺町民家隣接地の盛土整地，水路改修，平城宮資料

館周辺潅木柿栽，便所新設，資材続場造成および覆随展示施設模様替工事を行なった。

草園整備平城宮跡北西部の北から南に走る谷筋で，御前池・佐紀池に述なる湿地淵: を利用

し，北を1 9 7 1 年に整備した草蝋に，東および南を道路に，そして西を資料館に囲まれた地区の

東部約6 . 9 0 0 ㎡について，水面の造成を主とした盤備を行なった。水源となる佐紀池の池底尚

との関係から水血高が制限されるため，’ ' 1 然流下で溜め得た水1 ｍは約4 , 6 0 0 ㎡程度である。ま

た現況地形からは1 5 ～2 5 c m以上の水深を得ることはできず，いずれ雑草により水ｉｍを覆われる

可能性も大きいことから，雑草の根株を除去することのできる範囲（1 0 ～2 0 ｃｍ）の表土のはぎ

取りを行ない，妓大3 5 c mの水深を得るようにした。池の西側では旧I 雌畔を残す形で苑路とし，

池側は焼丸太柵を設け，汀線は竹柵により謹岸を行なった。なお竹柵は辿構に影禅を与えない

よう池底i ( I i でコンクリートの根まきを行ない杭の打ち込みは避けた。池外周部はススキを，苑

路沿いにはコバノガマズミ，ナツハゼ，ハギ等を械栽し，水面内には水巾に床を造成しマコモ

およびカキツバタを植栽した（第１図Ａ) 。

法華寺町民家隣接地の盛土整地1 9 7 2 年の奥から秋にかけての異常乾燥のため，惚跡雑草地内

でワラジ虫（甲殻綱等脚ロヮラジムシ科P o r c e l l i o s c a b e r ）が大発生し，隣接比家に侭入するとい

う苦情を連日受けた。調査の結果，枯草堆砿脳や腐植土中にワラジ虫が多数認められたため，

種々の殺虫剤散布，草刈や耕転除草などを実施したが，市販されている薬剤ではあまり良好な

結果は得られなかった。耕極

除草作業についても実施ｌＪ能

な而砿に限界があり，労働〃

および経斑の面からも今後継

続的な実施があまり期待でき

ないことなどから，未盤怖雑

草地に隣接する雌家の多い寓

跡束辺巾央部について平均３０

c m厚の磯土・盤地を行ない，

害虫の繁殖を防止できるよう

処澄をとった（第１図Ｂ) 。

水路改修今年度は宮跡南

辺部および巾央緑陰帯内水路
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の２ケ所について改修を行なった。

南辺部の水路は，宮跡内の雨水はもとより，北側の佐紀町の集落および秋篠川以東の二条町

一帯の雨水排水が流入する幹線水路である。しかし水路は索掘溝で浅く狭いことから，宮跡南

側の田畑の冠水や民家への浸水が多発する状態であった。そこで１ｍの高さのＬ型コンクリー

トブロックを内幅1 . 2 ｍで両側に立て，ブロック間の溝底部分をモルタルでつないだ。なお本

水路は平城宮の南を画する築地大垣と平行し，一部では築地基坑と軍: なり，朱雀門基壊部分お

よびその付近で築地基埴遺構の残存を確認したため，残りの良い東方約3 9 0 , 分は水路幅を0 . 9

ｍに縮め施工した。また朱権門跡では水路底而より礎石の根石を検出したため，溝底計画高を

1 0 c m上げ，根石を砂養生し，その上をビニールシートで覆い，モルタル敷きの上に土留用コン

クリート板を溝の両側に立て，後日取り外しの容易な工法をとった（第１図ｃ，第２図) 。

中央緑陰淵: には遺構表示として，第２次内裏外郭築地の西側を流れる南北大瀧（S D 3 7 1 5 ）を

和泉砂岩割石で護岸し表示しているが，当初5 0 c m程度と推定していた溝幅は，その後の調査に

よって1 . 2 ｍであることを確認したため，割石溝を１．２，幅に拡張する工事を約1 6 0 ｍについて

行なった（第１図Ｄ) 。

その他資料館建物の修景および展示，研究室と外部一般利用者との分離を目的とし，資料

館外周の東側および南側にハクチョウゲを，北側にヒサカキを3 1 6 ㎡について植栽を行なった

↑

。｛
Ｉ （第１図Ｅ) 。見学者の増加に

伴い特に東方覆屋地区での便

所の増設要請が強く，坤積覆

屋の東側に鉄骨ブロック祇造

の便所（3 8 ㎡）を１棟新設し

た（第１図Ｆ) 。その他発掘調

査や整備用の発生資材（石材，

木材, 玉砂利等) の置場として，

佐伯門の南で近鉄線までの宮

内道路と凹面土塁にmまれた

地区を整備し，周朋に高木械

栽を行ない外部からの禁観を

考腫した（第１図Ｇ) 。
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第２図朱雀門跡付近水路改修詳細図
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平城宮跡・藤原宮跡の整倣

２．藤原宮跡の整備( 3 )

1 9 7 5 年度に作成した藤原寓跡の火種殿・朝蝋院地区についての朽定整備計画（1 9 7 6 年奈良国立

文化財研究所年報）にそって，大極殿北東部・北西部の繋備を２ヶ年にわたり実施して来たが，

今年度は大概殿北部の旧鴨公小学校跡地（約5 . 3 6 0 ㎡）について盤備を行なった。工壁は2 2 , 0 0 0

千円であった。

遺構の表示としては，1 9 7 5 年に始めた火種殿を肌う何廊を保隊ブロックとし，まだ部分的に

しか発掘調在が行なわれていないことから，、廊辿椎をそのI l I に含んだ幅（2 2 ｍ）で凝灰岩縁

石をまわし磯土し張芝を行なった。また昨年度の発掘調盃の結果，朱雀人路の計而線（幅員１５

ｍ）が火種殿のすぐ北側で確認されたため，この範州をクラッシャーラン敷きとし苑路とし

た。その他大極殿の北側で東西方向に一条の伽立柱列が検出されたことから，これを表示する

迩味で火種殿との間をクラッシャーラン敷きとし，Ｉｊ１ｊ側からの苑路とした。

回廊保存ブロックの内側は

玉砂利敷きとし，その巾に初

年度に実施したと同様，今後

の整備に使用できるような椛

木類を育成する苗' ' ' 1 を造成し，

アセビ，クチナシ，ジンチョ

ウゲ，ツゲ，ハギ等の苗木を

械栽した。商木の柿栽は，

1 9 7 1 年度に造成した西側の多

目的広場および駐車場の外周

を巾心に，アラカシ，イチイ

ガシ，オオシマザクラ，シラ

カシ，ツブラジイ，モクセイ

等8 2 本を用いた。また鴨公小

学校連動場跡地の西および南

i ﾉ L i 隅部については，多目的広

場との間にレベル差があり，

両者問に溝も並行しているこ

とから，転落等の危険性を考

腫し' 且Ｉ廊保がブロック側に椛

木の植栽を行なった。

（渡辺康史）

第３図藤原宮跡盤備図

鋪４図藤原宮跡の整備状況
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